
三
陸
鉄
道
（
略
称
：
三
鉄
）
は
、
１
９
８
４
年
４
月

に
全
国
初
の
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し
て
開
業
し
た
。

こ
の
開
業
に
よ
り
、
宮
城
県
か
ら
青
森
県
ま
で
の
三
陸

沿
岸
の
鉄
道
が
よ
う
や
く
一
本
に
結
ば
れ
た
の
で
あ

る
。
東
北
新
幹
線
大
宮
・
盛
岡
駅
間
が
開
業
し
た
２
年

後
、
そ
し
て
東
北
本
線
の
全
通
（
１
８
９
１
年
）
か
ら

は
93
年
が
過
ぎ
て
い
た
。

三
鉄
の
開
業
は
、
三
陸
沿
岸
に
住
む
人
々
の
生
活
向

上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
か
つ
て
「
陸
の

孤
島
」
と
呼
ば
れ
た
地
域
に
住
む
人
々
の
通
学
、
買
い

物
、
通
院
が
格
段
に
便
利
に
な
っ
た
。
ま
た
県
内
外
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
は
、
三
鉄
に
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
私
は
震
災
の
被
害
を
目
の
当
た
り

に
し
、
鉄
道
の
部
分
運
行
再
開
を
優
先
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
沿
線
市
町
村
や
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
き
、運
行
可
能
と
見
込
ん
だ
区
間
の
復
旧
を
急
い
だ
。

３
月
中
に
北
リ
ア
ス
線
の
一
部
、
久
慈
・
陸
中
野
田
駅

間
と
宮
古
・
小
本
駅
間
を
復
旧
し
た
。

こ
の
時
点
で
運
行
再
開
で
き
た
の
は
、
36
・
２
㎞
。

全
線
１
０
７
・
６
㎞
の
３
分
の
１
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

３
月
中
に
被
害
調
査
を
行
い
、
全
線
復
旧
経
費
を
試
算

し
て
み
る
と
元
通
り
に
直
す
だ
け
で
約
80
億
円
、
あ
る

程
度
の
津
波
対
策
を
行
う
と
約
１
１
０
億
円
か
か
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
と
て
も
赤
字
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
負

担
で
き
る
金
額
で
は
な
い
。
県
な
ど
と
と
も
に
国
に
働

き
か
け
た
結
果
、
２
０
１
１
年
11
月
に
１
０
８
億
円
の

予
算
措
置
が
決
ま
り
、
復
旧
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

復
旧
は
被
害
の
大
き
さ
や
工
事
の
難
度
に
よ
り
段
階

的
に
行
う
こ
と
と
し
、
３
年
間
で
全
線
運
行
再
開
を
目

指
す
こ
と
と
し
た
。１
次
復
旧
は
北
リ
ア
ス
線
田
野
畑・

陸
中
野
田
駅
間
の
24
・
３
㎞
、
２
次
復
旧
は
南
リ
ア
ス

線
盛
・
吉
浜
駅
間
の
21
・
６
㎞
、
３
次
復
旧
は
残
る
南

リ
ア
ス
線
吉
浜
・
釜
石
駅
間
の
15
㎞
と
北
リ
ア
ス
線
の

小
本
・
田
野
畑
駅
間
10
・
５
㎞
で
あ
る
。

復
旧
工
事
は
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

「
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
三
陸
鉄
道
」

三陸鉄道株式会社
代表取締役社長

望月 正彦

特別寄稿

新レトロ調車両の前で全線運行再開のテープカット
（右から達増知事、日赤広報特使の藤原紀香さん、
オタイビ駐日クウェート大使、国交省坂井政務官）
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整
備
支
援
機
構
の
協
力
を
得
て
順
調
に
進
み
、
計
画
ど

お
り
３
年
で
の
全
線
運
行
再
開
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
復
旧
工
事
も
予
算
１
０
８
億
円
に
対
し
、

な
ん
と
91
億
円
と
２
割
近
く
安
く
抑
え
て
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
う
れ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
産
油

国
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
の
支
援
を
も
と
に
、
県
が
新
車
購

入
経
費
を
予
算
化
し
て
く
れ
た
。
こ
の
た
め
、
三
鉄
で

は
新
車
を
８
両
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

全
国
の
三
鉄
フ
ァ
ン
や
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
か
ら
の
支

援
も
寄
せ
ら
れ
た
。
世
界
的
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
会
社
、

大
手
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
ル
会
社
・
コ

ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
な
ど
で
あ
る
。

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

多
く
の
支
援
、
応
援
、
協
力
を
い
た
だ
い
て
三
鉄
は

全
線
で
運
行
を
再
開
し
た
。
し
か
し
課
題
は
山
積
し
て

い
る
。
震
災
か
ら
５
年
に
な
る
の
に
、
ま
だ
周
辺
に
家

が
建
っ
て
い
な
い
駅
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
防
波
堤
が
完

成
し
、
土
地
の
か
さ
上
げ
が
な
さ
れ
な
い
と
街
並
み
は

戻
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
宮
古
・
釜
石
駅
間
は
、
Ｊ

Ｒ
が
復
旧
工
事
を
行
っ
た
後
に
三
鉄
に
移
管
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
工
事
完
成
に
は
あ
と
数
年
か
か
る
見

込
み
で
あ
る
。

被
災
地
の
人
口
減
少
（
少
子
高
齢
化
）
も
深
刻
だ
。

昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
を
み
る

と
、被
災
し
た
沿
岸
部
の
人
口
減
少
が
著
し
い
。
ま
た
、

高
台
移
転
や
復
興
道
路
の
開
通
に
よ
り
車
社
会
が
一
層

進
展
す
る
だ
ろ
う
。

震
災
か
ら
の
復
興
は
、
単
に
家
や
街
並
み
が
元
に
戻

る
こ
と
で
は
な
い
。
三
陸
沿
岸
に
住
む
人
々
が
、
明
日

に
希
望
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
、
当
た
り
前
の
日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

そ
の
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

こ
う
し
た
中
で
、
私
は
三
鉄
の
復
旧
に
は
２
つ
の
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
１
つ
は
地
域
の
皆

さ
ん
の
「
生
活
の
足
」
を
確
保
す
る
こ
と
。
高
校
生
の

通
学
や
高
齢
者
の
買
い
物
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者

の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
に
よ
り
鉄

道
は
安
全
・
安
心
な
交
通
手
段
で
あ
り
、
環
境
に
も
優

し
い
。

２
つ
め
は
地
域
の
産
業
振
興
や
活
性
化
に
貢
献
す
る

こ
と
。
定
住
人
口
の
増
加
が
見
込
め
な
い
中
で
、
観
光

や
教
育
旅
行
な
ど
で
県
内
外
か
ら
、
そ
し
て
世
界
か
ら

三
陸
沿
岸
地
域
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。
三
鉄

に
乗
ら
れ
る
観
光
客
の
運
賃
単
価
は
、
お
よ
そ
８
０
０

円
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
光
客
は
宿
泊
し
、
食
事
を
し
、

お
土
産
を
買
っ
て
く
れ
る
。
そ
う
す
る
と
地
域
に
は
ひ

と
り
当
た
り
お
よ
そ
１
万
５
千
円
が
落
ち
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
観
光
客
が
10
万
人
来
れ
ば
三
鉄
の
運
賃
収

入
は
８
千
万
円
で
あ
る
が
、
地
域
に
は
15
億
円
が
入
る

こ
と
に
な
る
。
三
陸
沿
岸
の
み
な
ら
ず
岩
手
県
の
交
流

人
口
拡
大
の
た
め
、
観
光
客
誘
致
は
も
と
よ
り
震
災
学

習
列
車
の
拡
大
充
実
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 

三
鉄
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
笑
顔
を
つ

な
ぐ
、
ず
っ
と
・
・
・
。」
で
あ
る
。
三
鉄
は
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
人
々
や
県
内
外
、
い
や
世
界
中
か
ら
お
客

様
を
お
迎
え
し
、
地
域
の
復
興
と
と
も
に
歩
み
な
が
ら

人
々
の
笑
顔
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
。
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